








































































































































て 1 年後の定期券はどうか。そして開通して 5 年後、東横線と直通して、学生がどういう
定期券を持つようになったか調べたところ、着実に、雑司が谷駅の利用者が増えているこ
とがわかりました。今後の参考にしていただければと思います。 
 それから地域コミュニティの活動についてですが、地元団体の「緑のこみちの会」に参
加させていただきました。いろいろな形で勉強し、研究としてまとめています。かつて雑
司が谷と呼ばれていた領域がどこなのかを調査した結果、相当に広い範囲がカバーされて
21 
いたことがわかりました。雑司が谷と呼ばれる範囲が縮小したのは、明治通りや山手線が
通ったことで、まちが分断されたことと関係しているのではないかと思います。 
 昨年、修士課程の大学院生が、御会式を運営する方と地域住民の方との人間関係や、ど
ういう人たちが、どういう場所を利用して、どれぐらいの範囲で生活しているのかといっ
た調査をしました。併せて家の建て方も調査しました。玄関や駐車スペースをどこにつく
るか、といった内容です。家の中の人と外の人との関わりが、まちの外に住む人とどれぐ
らいコミュニケーションをとるのかということに関係するのではないか、という調査でし
た。その仮説によれば、外や路地が見えるような窓のつくりをしている家の方は、近隣の
方と立ち話をしたり、コミュニケーションをとったりしています。それは雑司が谷の宝だ
と思います。ちょっとしたつくり方の工夫を共有できると、雑司が谷のよさは持続可能に
なるのではないかと思います。 
 日本では「道路で遊ぶのは危険」と教育します。しかし、道路交通法にそんなことは書
いてありません。大通りで遊んではいけないのですが、生活道路と呼ばれているような細
い道路で遊ぶことまでは禁止していません。ヨーロッパでは、1970 年代に交通標識をつく
り、「ここは子どもたちも遊ぶので、車は少し遠慮して走るように」と促しています。とこ
ろが、日本はいつまで経ってもそういうことができないようです。しかし、雑司が谷には
細い道路でも親子が両手をつないで歩けるような環境があります。もちろん他にもそうし
た地域はありますが、道路の端を縦一列に並んで歩かなくていいというのは、本当に豊か
な生活環境だと思います。それをどうやったら実現できるのか、今年は実験的に取り組ん
でいきたいと思います。 
 また、明桂寮という由緒ある建物が大学の寮の中に建っています。としまユネスコ協会
に雑司が谷マップをつくっていただいたのですが、次のバージョンには明桂寮を載せてい
ただけるように保存・再生の運動をしたいと思っております。明桂寮は、関東大震災直後
に建てられた丈夫な建物です。その当時、生ごみからメタンガスを発生させて食事をつく
る取り組みをする、環境に配慮した建物でした。こうした建物がある雑司が谷の先進的な
生活を全国に、そして世界に発信していけたらと思います。 
 
 私が期待するのは、雑司が谷という地域全体で「こういう学生を育てよう」と意識して
いただくことで、雑司が谷はもっとよくなるということです。雑司が谷は、生活を理解し
た専門家が育つ場であってほしい。住居学科の学生が多様な考え方を学び、コミュニケー
ション力のある専門家になると、将来の雑司が谷に貢献できる人材になると思いますので、
ご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願いいたします。 
 
（みない・なみこ 日本女子大学家政学部准教授） 
